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佐藤可士和によるスペシャルボトルデザイン 
青木酒造株式会社 創業三○○周年記念酒「鶴齢 純米大吟醸」 

2017年10月1日（日）より数量限定発売スタート 

青木酒造株式会社（代表取締役 青木 貴史）は、南魚沼地域で最も歴史が深い酒蔵として、1717年
（享保２年）の創業から数え、2017年に300周年を迎えます。これを記念し、2017年10月1日（日）
より、10年の歳月をかけて生み出した創業三○○周年記念酒「鶴齢 純米大吟醸」の発売をスター
トいたします。 

清らかな水、最高の米、雪がもたらす自然の恵みと越後杜氏の伝統の技を融合させ、青木酒造が誇
る「鶴齢」。このたび、300周年を記念して新潟県産の酒米「越淡麗」を使用した30%精米の純米
大吟醸「鶴齢 純米大吟醸」が誕生しました。2007年から10年の歳月をかけ、マイナス5℃の環境下
で熟成させたこの1本は、創業300周年を迎えた青木酒造がいま考えうる最高の酒質を目指したもの。
雑味なく澄み切った味わいと柔らかい飲み口が特徴です。 

また、この記念酒のボトルデザインをクリエイティブディレクター佐藤可士和が手掛けました。彼
の手によって一本一本絵付けされた有田焼による記念ボトルは、それぞれが異なる表情をもつこの
世にふたつとない作品。300周年を祝うに相応しい銘酒がここに誕生しました。 

青木酒造株式会社 
創業1717年（享保二年）の創業以来、新潟県南魚沼で約300年絶える事なく醸し続け、約2,000石の酒を「日本
酒は寒造りが最高」と言われる冬期間だけで仕込む酒蔵。魚沼コシヒカリで有名な霧深い地で、雪がもたら
す自然の恵み、清らかな水と最高の米と越後杜氏の伝統の技で、あくまで手造りに徹した正統蔵です。新潟
の酒は、淡麗辛口が多い中で、酒本来の旨みを残した酒造りを目指しています。 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創業三○○周年記念酒 鶴齢 純米大吟醸 概要

写真左 
1st　特別版　鶴首（袋取り）  限定100本　¥170,000（税別・送料込） 
　　〈自身の瓶が確認できる写真集つき（全108ページ）〉 
醪（もろみ）を1袋20リットルほどの酒袋に入れて積み、そこから滴り落ちる良質な部分のみを使用する「袋
取り」という特別な方法で搾られた特別酒。鶴首のように長いアシンメトリーの酒瓶は、まるでオブジェの
ような佇まいです。 

写真中
2nd　特別版　雪玉　限定200本　¥100,000（税別・送料込）
醪（もろみ）を濾過圧搾機で絞り寝かせて作られた特別版。ころりとした雪玉をイメージした気持ちの良い
デザインに仕上がりました。

写真右
3rd　通常版　限定300本　¥30,000（税別・送料込）
2ndと同様の製法で作られた酒を黒のクリア瓶に詰めました。ラベルに使われている300周年の記念ロゴも佐
藤可士和によるデザインです。

販売開始 全て2017年10月1日（日）　 
購入方法 青木酒造株式会社　及び　特約酒販店
 詳しくは青木酒造株式会社までお問い合わせください。
販売元 青木酒造株式会社

300周年記念ロゴデザイン    佐藤可士和　糟谷義人（SAMURAI）
300周年記念ボトルデザイン 佐藤可士和（SAMURAI） 
300周年記念ボトル製造元    株式会社キハラ 

300周年応援団長（記念事業プロデュース） 幅允孝（BACH） 
300周年記念写真集 編集  BACH 
300周年記念写真集　デザイン  佐藤可士和　糟谷義人（SAMURAI）

写真：村田昇 
映像：鈴木将也 
Web ディレクション：谷戸正樹　http://www.kakurei.co.jp/300/　10月1日リニューアル予定
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創業三百年を迎えて 
  

青木酒造は享保二年の創業から数え、今年三百周年を迎えました。 
魚沼の地で、ひたすら地の恵みと人に感謝し、酒造りに取り組んできた三百年。 
そんな節目の年にこそ、私たちは自らの存在を見つめ直し、 
これまで以上に努力すべきだと決意を新たにしております。 

ていねいをみがく。 
 　 

酒造りに対して、もっと深く、きめ細かく、 
一層の丁寧さをもって品質と味わいを追求する。 
これが創業三百年を迎えた私たちの決意です。 

商品に関するお問い合わせ 　　 　　プレスに関するお問い合わせ 
青木酒造株式会社  　　株式会社ハウ 
TEL：025-782-0012　 　　 　　TEL：03-5414-6405 
FAX：025-782-9758 　　 　　FAX：03-5414-6405 
E-mail：hiranoya@kakurei.co.jp 　　E-mail：pressrelease@how-pr.co.jp 
住所：〒949-6408 新潟県南魚沼市塩沢1214 
   ホームページ：http://www.kakurei.co.jp/300/　*10月1日リニューアル予定
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